
一般社団法人iCD協会

５年後、あなたの会社は⽣き残れますか︖
ビジネスで負けないIT人材の戦略的育成

〜 i コンピテンシ ディクショナリの活⽤〜



iCD協会について
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iCD協会設⽴の経緯

一般社団法人iCD協会
2018年2月1日 設⽴登記
2018年4月1日 活動開始

iCD普及促進活動

プロモーション活動
（iCD説明会/カンファレンス）

活用企業の拡大
（iCD活⽤ワークショップ/コンサル）

iCD活用企業認証制度
（2015年〜SSUG・CSAJ・FISA）

2016年度
「iCD活用推進に係る新協会設⽴に向けたタスクフォース」（全10回）

⇒IPAより委嘱、SSUG・CSAJ・FISA参画

2017年度「iCD協会設⽴に向けた委員会」
（委員会全5回/WG全10回）

⇒IPAより委嘱、SSUG・CSAJ・JUAS・JASA・ITCA・iSRF
（FISAオブザーブ）参画

2012年1月
「独⽴⾏政法人の制度及び組織の⾒直しの基本⽅針」閣議決定

⇒IPAよりスキル標準に掛かる業務を全⾯的に⺠間に移⾏へ

2014年1月〜 IPA主催「スキル標準の在り方に関する研究会」（全4回）
「スキル標準促進協議会設⽴に関する準備会」（全2回）

「スキル標準促進のためのiコンピテンシディクショナリ活⽤情報共有会」（全3回）
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設⽴趣旨
現代は、クラウド・モバイル・SNS・サイバーセキュリティ・IoT・AIなど、新たなITサービスやインフラ、
脅威が台頭し、企業を取り巻くビジネス環境はめまぐるしく変化、従前のビジネスモデルは逐次⾒直
していかなければならない時代が到来しております。
このような厳しく新しいIT社会を⽣き抜くため、独⽴⾏政法⼈情報処理推進機構（IPA）は、
2014年に「i コンピテンシ ディクショナリ」（以下、iCD）を公開いたしました。

このiCDは、時代の移り変わりを的確にとらえ、企業の原動⼒が常に⼈材であることに注視しなが
ら、毎年進化を続けており、⾃社の業務に必要な⼈材を正確に把握し、今後の企業成⻑に沿った
⼈材育成の指針としての極めて有効なツールとして、これまで数多くの企業に活⽤されて参りました。

すでにiCDを活⽤している企業の活動を幅広く支援するとともに、これからiCDを活⽤しようとしてい
る企業への利⽤促進を目的に、新たに「iCD協会」を設⽴いたします。
iCDには、⾃社の現況（AsIs）の把握と成⻑（ToBe）に必要なタスク（業務）を整理した
「タスクディクショナリ」と、その業務を遂⾏する際に必要なスキル（能⼒）を整理した「スキルディク
ショナリ」の2つの有⽤なコンテンツを中心に成り⽴っております。

「iCD協会」では、これらのコンテンツを変貌するIT時代に合わせて、現場のニーズも反映しながら
随時ブラッシュアップすることに貢献し、iCDを活⽤する企業を全⼒で支援して参ります。そして、結果
として日本の産業を活性化し、地方も含めてひとつひとつの企業を元気にしていくことを使命と考えて
おります。
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活動⽅針

iCDを活⽤している企業（以下、iCDユーザー企業）同⼠の情報交換を実施し、企業同⼠のビジネスマッチングや⼈材交流を
図り、iCDユーザ企業の発展を支援する。また海外展開をしている企業やこれから展開を検討している企業に対して、グローバルな
IT技術者育成や⼈事評価等の企業活動の支援を⾏う。

2.「iCD活用企業認証制度」を運営し、iCD活用企業の拡大を図る

カンファレンスや説明会等により国内でのiCD認知度の向上を図るとともに、iCD活⽤ワークショップ等の実活⽤の機会を提供して
幅広いiCDのファン作りを⾏う。

1.iCDの認知度を上げ、企業による実際の活用の機会をつくる

iCDを活⽤している企業同⼠の情報交換を実施し、活⽤コンサルテーション等のサポートを実施する。
また、企業同⼠の⼈材交流やビジネスマッチングを図り、活⽤企業の発展を支援する。

3.iCDを活用している企業の発展を支援する

企業活動の業務（仕事）を整理したタスクディクショナリと、タスクを遂⾏するために必要な能⼒を整理したスキルディクショナリの
内容を、内外の環境の変化やユーザーニーズに応じて逐次ブラッシュアップし、グローバル標準として⾼度な内容を維持する。

4.iCDコンテンツの内容を更新する
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活動⽅針

海外展開をしている企業や、これから展開を検討しているグローバル企業に対して、iCDを⽤いて海外におけるIT技術者育成や
⼈事評価等の支援を⾏う。

7.iCDの海外展開を促進する

学校関係および教育ベンダー等と協⼒し、iCDを活⽤した⼈材育成施策を実⾏する体制を確⽴する。
また、それらの機関をiCDエデュケーターとして認証し、カリキュラムや研修手法を研究する。

６.iCDを活用した教育体系を確⽴する

現在IPAが提供しているiCDシステムに対し、機能追加や操作性の向上等、カスタマイズを実現し、iCDシステムの活⽤を促進す
る。

5. iCDシステムの活用を推進する

Copyright 2018 © All rights rtstrvtd, iCD Association 6



事業ビジョン

iCD基盤構築

研修・教育機関認証 iCDコンサルタント認証/育成

地域基盤強化

iCDユーザー/パートナー拡大 iCDブランディング

新分野への展開

iCD活用推進・支援

ビジネスマッチング

iCDユーザー会

iCD活⽤企業認証 iCD推進団体認証

⼈財交流 グローバル展開支援

iCDセミナー/WS iCDコンシェルジュ

政策提言

iCD体系整備

iCD活⽤システム更新 iCDコンテンツ拡充

iCD教育体系構築 新ISVマップ策定

iCD連係カリキュラム（大学・専門学校との協同）

iCDを軸としたキャリアコンサル・リクルーティング

iCDの⼒で
会社を、人を元気にする
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【コンセプト】
４つの委員会運営を柱に事業の展開を図る

iCDユーザーの拡大と地域貢献
・・・iCD企業支援委員会中心

企画運営と認証活動
・・・企画委員会中心

新規事業の創出
・・・人財委員会中心

ユーザーサービスの充実
・・・iCDサービス委員会中心

活動内容（案）

Copyright 2018 © All rights rtstrvtd, iCD Association 8



IPAと協会の関係

iCDの策定・公表

 iCDコンテンツ構築と維持管理

iCD活用システム
構築・リリース

iCDグローバル連携

iCDワークショップ
講演会等の実施

iCD活用企業認証
制度の運用

iCD活用促進の
ための活動

 iCDの普及・活用促進
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ついに
経営課題の解決⽅法⾒つかる︕
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経営課題

iCD活用による
効果

要求の確認と
目標設定

経営戦略の
徹底

人的リソース
の把握と
有効活用

人事評価
制度の策定

業務を通して
の成⻑

業務対応⼒
強化

ミッションの
具体化

メンバの
育成

独自の
キャリアパス

設計

経営

自己実現と組織貢献
による満⾜度向上

強いチーム作りと
組織ミッションの達成

マネージャ
組織
メンバ

経営戦略の達成とイノベーションを創出する組織の構築
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なぜ経営戦略を達成できないのか︖

ミッションの達成と
組織⼒の強化

自社ビジネス目標（経営戦略）

各組織のミッション

︖
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経営課題達成のキーポイント

ミッションの達成と
組織⼒強化

（業務プロセスの
整理・改善・再構築）

【自組織タスク定義】
（業務の⾒える化）

AsIs＆ToBe

価値創造
（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）

各組織のミッション

個⼈の成⻑

自社ビジネス目標（経営戦略）
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経営課題達成のために必要な準備

あるべき姿
（経営目標
等）

タスクA

タスクB

タスクC

プロセスa1
プロセスa2
プロセスa3

プロセスb1
プロセスb2
プロセスb3

プロセスb5
プロセスb4

プロセスc1
プロセスc2

タスクD
プロセスd1
プロセスd2
プロセスd3

・
・

・

対
象
領
域 対

象
領
域

対
象
領
域

役
割
Ⅰ

役
割
Ⅱ

役
割
Ⅲ

・・・

どうやって
実現するか︖

タスク診断

１

2

『自社要件定義』
ビジネス目標達成に必要な組織や
要件の洗い出し

『役割設定』
タスクの役割分担を設定

『自社タスク定義』
ビジネス目標達成のために
必要なタスクを定義

『既存戦⼒の⾒える化』
タスク診断に必要な情報を
定義し、診断ツールに反映

『プロセス定義』
タスクを実⾏するための詳細なプロセスを
定義

3

4

5
Copyright 2018 © All rights rtstrvtd, iCD Association 14



経営課題達成︕
まず、自社タスクを定義しよう︕
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共通ｷｬﾘｱ･ｽｷﾙﾌﾚー ﾑﾜー ｸ
（第一版・追補版）
2008年10月・2012年3月

IPA/HRDｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ
センター

3つのスキル標準について、
⼈材類型と⼈材像を共通
で定義、試験のレベルと紐
づけたもの(第一版)
3つのスキル標準をﾀｽｸ･ﾓﾃﾞ
ﾙ、ｽｷﾙ･ﾓﾃﾞﾙ、⼈材ﾓﾃﾞﾙで
整理しなおし、共通化したも
の(追補版)

ﾍﾞﾝﾀﾞｰ/ﾕｰｻﾞｰ/組み込みｴﾝｼﾞﾆｱ

ﾀｽｸ・ｽｷﾙ・⼈材像

（ＩＴＳＳ） （ＥＴＳＳ） （ＵＩＳＳ） （ＣＣＳＦ）

頼れるサポーター「スキル標準」
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これまでのスキル標準と i コンピテンシ ディクショナリ

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

ITSS

ETSS

2013 2014

CCSF

i コンピテンシ ディクショナリ

2015 〜

初版 Ver.2 Ver.3 Ver.32011

初版 ETSS2008

第一版
追補版

試用版

2015/6/30

2014/7/31 iCD

UISS 初版 Ver.2 Ver.2.2

３スキル標準の改訂と展開

2017年6月 i コンピテンシ ディクショナリ2017 公開︕
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i コンピテンシ ディクショナリ（iCD）とは
i コンピテンシ ディクショナリ（iCD）は、企業においてITを利活⽤するビジネスに求められる業務（タスク）と、それを支える
IT⼈材の能⼒や素養（スキル）を「タスクディクショナリ」、「スキルディクショナリ」として体系化したもの。
IPAは、2014年7月31日にiCDの試⽤版を、2015年6月30日にその正式版となる「iCD2015」を公開。2016年6月6
日に「iCD2016」、同年11月7日に「iCD2016V2」、2017年6月20日に「iCD2017」を公開。

スキル
ディクショナリ

タスク
ディクショナリ

「“仕事”を定義」
求められる機能や役割を「課される
“仕事”」として定義したもの

「“仕事”遂⾏のための素養」
タスク（課される“仕事”）を支える
能⼒（スキルや知識）を整理したもの

＝

＝

紐づけ

I

U

E

I

U

E

ITSS

ETSS

UISS

I

U

E

I

U

E 標準化・一元化

標準化・一元化

・・・タスク ・・・スキル

参照元
プロセス体系

参照元
知識体系

・CCSF追補版
・SLCP-JCF2013
・ITIL® （※）
etc.

・情報処理試験
・PMBOK ®

・BABOK®

・REBOK®

・SABOK
・SQuBOK®

etc.

（※） ITIL® is a Registered Trade Mark of AXELOS Limited
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「課される“仕事”」︓組織、個⼈に求められる機能や役割。 4階層のモデルで整理、体系化したもの

1) ITビジネスにかかわる主要プロセス体系（右欄︓参照元）との参照性を⾼め、MECEに整理
2) ビジネスモデル、業態、開発手法等の観点で、必要なタスクセットをモデル化（タスクプロフィール）
3) 個⼈がタスク遂⾏実績を評価する項目（評価項目︓約3,300項目）を付加
4) ニーズに対応しタスクを強化（協⼒︓CSAJ、FISA、KSK）

特色
・CCSF（第一版・追補版）
・SLCP-JCF 2013
・ESPR Ver.2.0   
・ITIL® 2011 Edition ほか

定義

参照元

タスク大分類 タスク中分類 タスク小分類 評価項目

・
・
・

・
・
・

・
・
・

56分類 約370分類
（約380分類） ※

約860分類
（約1,200分類） ※

約3,300項目
（約4,400項目）※

・
・
・

・
・
・

・
・
・

タスクディクショナリ（１）

※すべての重複タスクを
含めた数
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タスクディクショナリ（２）
タスク構成図

事業戦略把握・策定⽀援ST02

IT製品・サービス戦略策定ST03

IT戦略策定・実⾏推進PL01

システム企画⽴案PL02

システム要件定義・方式設計2V01

運用設計2V02

移⾏設計2V03

アプリケーションシステム開発2V05

基盤システム構築2V04

ソフトウェア製品開発2V06

組込みソフトウェア開発2V07

Webサイト開発2V08

システムテスト2V09

移⾏・導⼊（システムリリース）2V11

ソフトウェア保守2V12

ハードウェア・ソフトウェア製品導⼊2V13

ファシリティ設計・構築2V14

サービスデスクUS01

IT運用コントロールUS02

システム運用管理US03

Webサイト運用管理US04

ファシリティ運用管理US05

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2V

15

US

06

システム評価・改善EV01

IT戦略評価・改善EV02

IT製品・サービス戦略評価・改善EV03

事業戦略評価⽀援・改善⽀援EV04

資産管理・評価EV06

ラ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

M
C
0
1

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

M
C
0
3

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

M
C
0
4

契
約
管
理

M
C
0
5

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

M
C
0
6

人
的
資
源
管
理

M
C
0
7

内
部
統
制
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

M
C
0
8戦

略

企
画

開
発

利
活
用

評
価
・
改
善

計画・実⾏ 管理・統制 推進・⽀援

マ
｜
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
｜
ル
ス

C
M
0
1

再
利
用

C
M
0
2

調
達
・
委
託

C
M
0
3

標
準
の
策
定
・
維
持
・
管
理

C
M
0
4

新
ビ
ジ
ネ
ス
・
新
技
術
の
調
査
・
分
析
と
技
術
⽀
援

C
M
0
5

デ
｜
タ
利
活
用

C
M
0
6

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
監
査

M
C
0
9

事業戦略策定ST01

事業戦略評価・改善EV05

事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

M
C
0
2

新
た
な
価
値
創
造
に
よ
る
新
規
製
品
・
サ
｜
ビ
ス
開
発

※1

C
M
0
7

営
業
業
務

※1

S
P
0
1

総
務
・
人
事
・
経
理

S
P
0
2

その他業務

セキュリティテスト2V10

エ
デ
ュ
ケ
｜
シ
ョ
ン

S
P
0
3

U
I
デ
ザ
イ
ン

PL

03

コ
｜
ル
セ
ン
タ
｜

I
o
T
シ
ス
テ
ム
・
サ
｜
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

※1

S
P
0
5

S
P
0
4

セキュリティ領域 ※1、※2EX01

データサイエンス領域EX02

専門領域

※1 他タスクと重複するタスク中分類、タスク小分類、評価項目を含んでいるタスク大分類
※2 情報処理安全確保⽀援⼠（登録セキスペ）の役割として想定するタスク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
｜
ビ
ス
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タスクディクショナリ（３）
タスクプロフィール × タスク 対応表（抜粋）

組み合わせにより、目的により近い
タスクセットを探すことが可能に
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タスクプロフィール（１）
■用途 ビジネスタイプ別

組織の⽴場（ユーザ、ベンダ）や業態によって必要なタスクを識別するもの
■用途 開発対象別

アプリケーション、インフラ、ソフトウェア製品等、開発、構築、保守、運用の対象物の種類によって必要となるタスクを識別するもの
■用途 開発手法別

ウォーターフォール、アジャイル等の開発・構築の手法や手段の種類によって必要となるタスクを識別するもの
■用途 新ビジネス別

新しいビジネスや業務を担う人材に必要なタスクを識別するもの

タスクディクショナリ（４）
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■用途 役割別
自組織の役割定義（タスクの分担）を定める際に参考となる、役割毎のタスクセット（タスクの集合体）。

タスクディクショナリ（５）
タスクプロフィール（２）

Copyright 2018 © All rights rtstrvtd, iCD Association 23



■用途 専門領域
専門的な業務の役割の観点により、分割した14の専門領域。

タスクディクショナリ（６）
タスクプロフィール（３）
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スキルディクショナリ（１）

1) IT業務に必要なスキルと知識を、主要な参照元の知識項目に基づき網羅的に構造化して提⽰
2) スキルカテゴリは、「テクノロジ」「メソドロジ」「関連知識」「ITヒューマンスキル」「企業固有スキル（ユーザ領域）」の

5分類から構成
3) 情報処理試験「〔午前の試験〕出題分野」に準じた整理体系

特色

定義
「タスク遂⾏のための素養」︓タスクを支える能⼒（スキルや知識）を体系化したもの。
スキル3階層と知識項目から構成される。

スキルカテゴリ スキル分類 スキル項目 知識項目

・
・
・

・
・
・

・
・
・

5分類 88分類 約480分類 約10,200項目
・
・
・

・
・
・

・
・
・

参照元 小分類数 知識項目数
情報処理試験 100 723
ITSS 501 2,827
ITS 76 359
UISS 55 1,303
ETSS 46 273
J07 152 3,147
BABOK® 23 526
CBK 10 51
ITIL® 73 381
PMBOK® 10 364
REBOK® 18 112
SABOK 102 634
SQuBOK® 103 1,348
SWEBOK 52 453
SSUG 20 97
SecBoK 64 895
CAIS_BOK 12 132

合計 1,506 14,252

参照元

注）参照元より抽出した小分類、
知識項目は各々の重複を整理した
ため、スキルディクショナリ上の数は
減っている

・
・

・ ・
・

・ ・
・

・
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スキルディクショナリ（２）
スキル構成図

⾼低
広

狭 企業固有スキル （ビジネス・関連業務）

テクノロジ

メソドロジ

ITヒューマンスキル

関連知識

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
／
企
業
活
動
／
法
規
・基
準
・標
準

創造⼒／実⾏・実践⼒／コミュニケーション⼒

IT固有性

利
用
対
象
領
域

保守・運用
ITサービスマネジメント業務管理技術
ITサービスオペレーション技術
システム保守・運⽤・評価
障害修理技術
施工実務技術
ファシリティ設計技術
サポートセンター基盤技術

開発
システムアーキテクティング技術
システム開発管理技術 非機能要件

非機能要件（可⽤性、性能・拡張性）
セキュリティ技術（基礎、構築、利⽤）
セーフティ（分析、設計）

組込み・計測・制御
組込み技術（基礎、構築、利⽤）
ディジタル技術
ヒューマンインターフェース技術
マルチメディア技術
グラフィック技術
計測・制御技術

共通技術
IT基礎
ナレッジマネジメント技術

システム（基礎、構築、利用）
Webシステム技術
プラットフォーム 技術
ネットワーク 技術

ソフトウエア技術
データベース技術
ハードウェア技術
クラウドコンピューティング技術
IoT技術

戦略

企画
システム企画⽴案手法
セールス事務管理手法

実装

利活用

アーキテクチャ設計手法
ソフトウェアエンジニアリング手法
カスタマーサービス手法
業務パッケージ活⽤手法

データマイニング手法
⾒積り手法
プロジェクトマネジメント手法

要求分析手法
非機能要件設計手法

サービスマネジメント
サービスの設計・移⾏

サービスマネジメントプロセス
サービスの運⽤

支援活動
品質マネジメント手法
リスクマネジメント手法
ITガバナンス

資産管理手法
ファシリティマネジメント手法
事業継続計画

システム監査手法
標準化・再利⽤手法
⼈材育成・教育・研修

市場機会の評価と選定
マーケティング
製品・サービス戦略
販売戦略
製品・サービス開発戦略
システム戦略⽴案手法
コンサルティング手法
業務動向把握手法

情報セキュリティ
チェンジマネジメント手法
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仮説設定⼒問題分析⼒問題発⾒⼒

情報の獲得や更なる情報の要求や内容の確認、他者へ情報提供
他者に影響を与えたり協働への引導する能⼒

状況を認知して問題を発⾒し、⾒極め、解決案を策定する
「価値創造プロセス」を着実に遂⾏する能⼒

実⾏・実践⼒

コミュニケーション⼒

創造⼒

俯瞰⼒ 深耕⼒

効果を上げるために、実⾏・実践環境や
状況を適切に捉える能⼒

効果的継続の実⾏と新しい取り組みや
新領域へ挑戦する能⼒

⾰新⼒ 継続⼒

相手の考えを理解する⼒

共感を呼ぶ⼒

自分の考えを伝える⼒

複雑な状況や問題に対して、論理的思考により
概念の形成、判断の構築、命題設定を⾏う能⼒

概念化⼒論理思考⼒

ITヒューマンスキルの構成︓ ３つの分類

スキルディクショナリ（３）
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タスク構成図 スキル構成図

タスクプロフィール
×タスク対応表

職種×スキル対応表

情報処理技術者試験等
×スキル対応表

タスク×スキル対応表

タスクディクショナリの俯瞰図

タスクの⽤途や、目的別に
参照できるインデックス集

スキルディクショナリの俯瞰図

午前試験出題分野と
スキルの対応表

職種とスキルの対応表

タスクプロフィール

各プロフィールに紐づくタスクセット
を参照できる対応表

職種一覧
代表的職種を定義した表

タスクとスキルの対応表

タスク一覧 スキル一覧

i コンピテンシ ディクショナリの構成
タスクディクショナリ スキルディクショナリ
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ここまでのまとめ

ミッションの達成と
業務プロセスの

整理・改善・再構築【自組織タスク定義】
（業務の⾒える化）

AsIs＆ToBe

価値創造
（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）

参照 活用

自組織ビジネス目標（経営戦略）

各組織のミッション

個⼈の成⻑

スキルディクショナリ
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実際に使ってみていただきました︕
〜iCD活用ワークショップによる実証実験
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i コンピテンシ ディクショナリ活用ワークショップとは︖

あるべき姿

タスクA

タスクB

タスクC

【導⼊手順概念図】

・
・

・

評価項目a1
評価項目a2
評価項目a3

評価項目b1
評価項目b2
評価項目b3

評価項目b5
評価項目b4

評価項目c1
評価項目c2

タスクD
評価項目d1
評価項目d2
評価項目d3

・
・

・

対
象
領
域 対

象
領
域

対
象
領
域

役
割
Ⅰ

役
割
Ⅱ

役
割
Ⅲ

・・・

どうやって
実現するか︖

タスク診断

１

2

ビジネス目標達成に必要な組織や
要件の洗い出し
成果物︓『自社要件定義』

タスクの役割分担を定義
成果物︓ 『役割レベル設定 等』

ビジネス目標達成のために必要
なタスクを定義
成果物︓ 『自社タスク定義』

タスク診断に必要な情報を
定義し、診断ツールに反映。成果
物︓ 『タスク診断条件設定』

診断ツールで診断した結果を
確認
成果物︓ 『現状分析結果』

タスクを実⾏するための
詳細な評価項目を定義
成果物︓『役割･タスク･クロスリファレンス』

3

4

56
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CSAJ コンピュータソフトウェア協会

FISA 福岡県情報サービス産業協会

KIA 神奈川県情報サービス産業協会

AiA 愛知県情報サービス産業協会

NISA 長崎県情報産業協会

KISIA/KSK 熊本県情報サービス産業協会/熊本ソフトウェア

SAA ソフトアカデミーあおもり

JASA 組込みシステム技術協会

JUAS 日本情報システム・ユーザー協会

KIIS 関西情報センター

KISA 鹿児島県情報サービス産業協会

自治体  

iCDワークショップ 開催実績

主催団体別 参加企業数

iCDワークショップ実施団体は年々増加︕
継続開催する協会も増加中︕

34
23

10

⻘森

愛知

6

3

4
6

東京

熊本

⻑崎

福岡

神奈川

10

大阪

4 ⿅児島

開催エリア別 参加企業数

iCDワークショップ開催エリアは
全国に拡大中︕

年度別・従業員数別 参加企業数

iCDは会社の規模を問わず
導⼊可能︕
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*「人数」は受講時の社員数（または内IT従事者数）

ワークショップ 参加企業
協会 名称 人数 認証 WS実施年 地域

オープンストリーム 119 GOLD★ 2012
日本システム開発 150 GOLD★ 2013
創研情報 83 GOLD★ 2015
ジャパンシステム 591 Silver Plus 2014
大和コンピューター 213 Silver Plus 2014
インテリジェントウェイブ 268 Silver 2012・2014
ＴＯＫＡＩコミュニケーションズ 1,136 Silver 2013
オー・エイ・エス 252 Silver 2013・2017
ＰＣＩソリューションズ 800 Silver 2014
ＩＰイノベーションズ 30 Silver 2016
システムリサーチ 820 Silver 2016
フォラームエイト 244 Silver 2016
メノックス 150 Silver 2016
アールワークス 61 2012
オービックＢＣ 604 2012
オデッセイヒューマンシステム 47 2012
ピーエスシー 436 2012
アルゴグラフィックス 470 2015
日本郵政インフォメーションテクノロジー 175 2015
サクサ 426 2017
シー・シー・ダブル 150 2017
テクノブレーン 60 2017
日本ナレッジ 209 2017
テクノスクエア 30 GOLD★ 2012
西部ガス情報システム 155 GOLD★ 2012・2016
ヒューマンテクノシステム 160 GOLD★ 2014
ユニティ・ソフト 25 Silver Plus 2012
西日本コンピュータ 100 Silver Plus 2012
テクノ・カルチャー・システム 200 Silver Plus 2013
ＦＣＣテクノ 179 Silver Plus 2015
ＴＩＳ西日本 151 Silver Plus 2015
グローバルブレインズ 80 Silver 2012
ＢＣＣ 346 Silver 2013
マイクロコート 53 Silver 2013・2016
日本システムスタディ 70 Silver 2013
ＩＣＴコンストラクション 50 Silver 2014
九州ＮＳソリューションズ西日本 282 Silver 2014
Ｇｃｏｍホールディングス 460 Silver 2015
サン情報サービス 101 Silver 2016
九州シー・アンド・シーシステムズ 20 Silver 2016
ＴＯＴＯインフォム 278 2017
ワイズ・コンピュータ・クリエイツ 44 2017
西鉄情報システム 150 2017
麻生情報ビジネス専門学校 46 2017
アイ・ピー・エル 50 GOLD★ 2014
ジェイエスピー 107 Silver Plus 2014
データープロセスサービス 107 Silver Plus 2014
ソフテム 111 Silver 2014

東
京

福
岡

神
奈
川

C
S
A

J
FI

S
A

K
IA

協会 名称 人数 認証 WS実施年 地域
ＣＭＣ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ 122 GOLD★ 2014
旭情報サービス 1,404 GOLD★ 2015
テクノフュージョン 18 Silver Plus 2014
サンテック 67 Silver Plus 2015
ソフトテックス 211 Silver 2014
東邦ガス情報システム 166 2015
オフィスメーション 73 Silver Plus 2014
不動技研工業 322 Silver Plus 2014
ＮＤＫＣＯＭ 105 Silver 2014
ＮＢＣ情報システム 130 Silver 2015
イシマル 169 Silver 2015
扇精光 209 Silver 2015
ソフトウェアビジョン 81 Silver Plus 2015
マインドソフトウェア 64 Silver Plus 2015
九州ソフタス 68 Silver Plus 2015
電盛社 282 Silver 2015
システムサイエンス 22 Silver 2016
熊本ソフトウェア 20 Silver 2016
熊本計算センター 215 Silver 2016
ＫＩＳ 280 2017
ナトーコンピュータ 118 2017
熊本県ソフトウェア事業協同組合 170 2017
サン・コンピュータ 77 Silver 2016
ソフトアカデミーあおもり 50 Silver 2016
青森電子計算センター 353 Silver 2016
アンドールシステムサポート 55 2017
エンベックスエデュケーション 67 2017
セントラル情報センター 284   2017
日本システム開発 358 2017
Ｂｅｅ 21 2017
コミュニケーション・テクノロジー 10 2017
システムプランニング 20 2017
日新システムズ 212 2017
電源開発 2,398   2017
ＡＪＳ 556 2017
ＪＦＥシステムズ 1,535 2017
ＭＳ＆ＡＤシステムズ 1,457 2017
ＮＨＫメディアテクノロジー 1,238 2017
セイノー情報サービス 422   2017
イー・サポート 40 2017
クボタシステムズ 557 2017
ＡＲＳ 47 2017
ソフト流通センター 113 2017
南国システムサービス 48 2017
南日本情報処理センター 396 2017
堺市 - 2017
大阪市 - 2017
大阪府 - 2017

A
iA

JA
S
A

K
IS

A
S
A

A 青
森

愛
知

N
IS

A 長
崎

K
IS

IA
/K

S
K

熊
本

鹿
児
島

自
治

体 大
阪

東
京

大
阪

JU
A

S 東
京

K
IIS 大

阪
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活用企業“生の声”〜iCD活用で達成した10の成果

経営理念の共有と
実現可能な計画⽴案

リソースの把握
と最適配置

コミュニケーション円滑化
上司・社員の相互理解

⼈的リソースの育成・強化
的確な⼈材採⽤

具体的目標の設定
納得できる客観的な評価

明確なキャリアパスの設定
社員の⾃発的⾏動

⼈材の最適配置
リーダーとしての成⻑

対外アピール
市場価値向上

ブランド化

業績向上
新規顧客の獲得

新規ビジネスへの対応

タスク実⾏⼒の向上
業務と職場環境の改善

将来

現状

iCDで⾒えた iCDで変わった iCDで達成した
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12

21

27

37

11

12

6

12

0

2

20

24

19

9

21

18

26

19

2

0

23

18

18

7

16

13

9

19

10

6

0 10 20 30 40 50 60 70

経営理念の共有・実現計画

リソースの把握、コストの適正化

具体的目標の設定、客観的評価

キャリアパス設定、社員の自発性

人材の採用・育成、モチベーション

相互理解、コミュニケーション

人材の最適配置、リーダー育成

タスク向上、職場環境改善、リスク対策

新規ビジネス対応、新規顧客、業績向上

対外アピール、市場価値向上

社員の声 リーダー層の声 経営層の声

iCDで達成した

iCDで
⾒えた

活用企業“生の声”〜成果別分布(2017年)

iCDで変わった
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活用企業“生の声”〜実際の記述から(2017)

iCDで⾒えた iCDで変わった iCDで達成した

エンジニア・PM・経営間でキャリア
が共有できて、共通の育成計画に
反映できた。

お客様へのサービス向上（顧客
満⾜度の向上）ができた。

新しいビジネスモデルに対応でき
た。

自己評価を毎月上司に報告・相
談する場を設けて、社員が目標に
自主的に取組めている。

評価制度を明確に⽰すこと
で、不平等な評価を取り除
けるようになった。

将来のキャリアパスを描けたことで、
社員が「自ら学び自ら⾏動する意欲」
が高まった。

スキルやキャリア志向性アンマッチによる
ロスを防げるようになって、原価コント
ロール精度が向上した。

参加メンバー（特にキーマン）の⼒量を確
認して、案件⽴ち上げ時に的確に人員配
置をできるようになった。

人財育成施策の成果を数値で把
握できるようになって、タスク遂⾏
⼒向上した。

社員が経営者と忌憚のない意⾒を交
わすことで、会社が進むべき⽅向性・
あるべき姿を共有できた。

上司(会社)の求める育成目標
と、部下が描く人材像のギャップ
がなくなった。

iCDに取り組む組織の姿勢が社員の支持
を獲得し、社員満⾜度が向上したことで、
対外アピール・業績向上につながった。

スキルアップ目標の設定意欲が高まり、業務
に必要な研修に割く時間が増えた。

組織パフォーマンスの最大化を目
指して適材適所へ人員をアサイン
または配置できた。

社員の待遇と、待遇を上げる⽅法に
理解を得られるようになった。

自社の役割や業務をしっかりと定
義できたことにより、後継者へのス
ムーズな移⾏の用意ができた。

社員を含め検討したことで、
社員に当事者意識が芽生えた。
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【参考】今後の目標を追加した分布
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19

24

5

5
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4
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0
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3

0
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6
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5

8

5

5

4

28

32

36

21

43

5

26
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13

5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

経営理念の共有・実現への計画

リソースの把握、コストの適正化

具体的目標、明確な評価

キャリアパス、社員の⾃発性

⼈材の採⽤、⼈材の育成

相互理解、コミュニケーション

⼈材の最適配置、マネジメント

業務と環境の改善、タスクレベルの向上

新規ビジネス対応、新規顧客、業績向上

対外アピール、市場価値向上

社員 リーダー 経営層 予定
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iCD活用企業認証の開始について
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iCD活用企業認証の概要①

iCD Blue （BC）

iCD Gold （GC）

★

★ ★ ★

iCD Gold （GC）

★ ★

iCD Gold （GC）

iCD Silver （SC）

iCD Silver （SC）

＋（Plus）

活用宣言

具体的な
活用の開始

先進的な
取り組み

具体的な成果

経営改善

ビジネス貢献

iCD Blueについては「エントリ・シート」を、
iCD Silver以上については「iCD活用カルテ」を
用いてレベルを認証。

Copyright 2018 © All rights rtstrvtd, iCD Association 39

認証レベルのイメージ



iCD活用企業認証の概要②

「iCD活⽤カルテ」「エントリ・シート」

※「iCD活⽤カルテ」は、29項目の設問に回答※「iCD活⽤エントリ・シート」は、14項目の設問に回答
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iCD Blue

 アンケートにチェックいただくと、後日発⾏されます。
 講演会の聴講等により、 iCDについての知識があり、かつ、⾃社で活⽤したいという意向が

あれば、どなたでも取得可能です
 IPAが開設する「iCDオフィシャルサイト」に会社名が掲載されます（希望する場合）
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iCD Silver、 iCD Silver Plus

 iCDを具体的に活⽤し始めた企業を認証します
 所定のフォーマットの“活⽤カルテ”に記⼊し、エントリーします。

3団体の審査により、活⽤が認められれば発⾏されます。
 iCDを活⽤した⼈材育成施策の実⾏等、定期的な運⽤に⼊っていれば、

iCD Silver Plusとして認証されます
 IPAが開設する「iCDオフィシャルサイト」に会社名とともにiCDの活⽤状況
（Silverは1社1ページ、Silver Plusは1社数ページ）が掲載されます（希望する場合）
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iCD Gold（★〜 ★ ★ ★ ）

 iCDを活⽤し具体的な成果が出ている企業を認証します
 所定のフォーマットの“活⽤カルテ”（iCD Sliverと共通）に記⼊し、エントリーします

3団体の審査により、成果が認められれば発⾏されます
 成果の内容や、活⽤期間などの運⽤状況により、★の数が増えます
 IPAが開設する「iCDオフィシャルサイト」に会社名とともにiCDの活⽤状況、

成果（1社数ページ）が掲載されます（希望する場合）
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iCD活用企業認証 2016/4/19プレス発表
• 「iCD（i コンピテンシ ディクショナリ）

活用企業認証制度 3団体が
認証企業名を公表」
– 40以上のメディアで掲載

産経ニュース
2016/04/19より

認証レベル別認証企業社数
（2017年12月15日 現在）

Gold★★ 3社

Gold★ 20社

Silver Plus 24社

Silver 41社

Blue 972社

2017/12/15 認証企業合計 1,060社に︕
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iCDオフィシャルサイトの認証企業掲載ページ

IPAオフィシャルサイト ＞ 各社の取組み
https://icd.ipa.go.jp/icd/company
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i コンピテンシ ディクショナリに関する情報
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2017年6月20日 iCD2017ほか公開について

① iCD2017公開

* 2017/4/7に発表したITSS+の対応

② iCD活⽤システム バージョンアップ
③ iCDオフィシャルサイト バージョンアップ

項目 変更点

タスクディクショナリ

UIデザイン 新規追加
IoTシステム・サービスのライフサイクル 新規追加
コールセンター 新規追加
事業継続マネジメント 強化
セキュリティ領域* 新規追加
データサイエンス領域* 新規追加

スキルディクショナリ
IoT技術に関するスキル・知識 新規追加
セーフティに関するスキル・知識 新規追加
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i コンピテンシ ディクショナリ（iCD）と「iCD活用システム」

紐づけ

活
⽤
シ
ス
テ
ム

（Ａ
Ｓ
Ｐ
）

・組織／企業
・IT技術者

タスク
ディクショナリ

スキル
ディクショナリ

インターネット

ウェブブラウザi コンピテンシ ディクショナリ

iCD活用システム2017対応 新たに追加した主な機能

iCD活用システム【タスク編】
研修・書籍・資格情報管理機能の追加

－研修・書籍・資格の検索機能
－自組織の研修・書籍・資格の登録機能

iCD活用システム【スキル編】 研修・書籍・資格関報検索機能の追加

◇ 企業の目的に応じた人材育成に利用できる「iCD活用システム」
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iCDに関するポータルサイト 「iCDオフィシャルサイト」

iCDに関する情報を集約したサイト
IT⼈材育成に関する最新動向やセミナー
情報も掲載

掲載情報
iCD初心者向けの説明や活⽤方法
実際に活⽤している企業の事例
iCDと連係した研修・資格情報
iCD活⽤企業認証制度の紹介
イベント・セミナー情報
などなど

https://icd.ipa.go.jp
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iCDと研修・書籍・資格との連係情報提供
iCDでレベルを上げるときに、必要な研修・資格等が検索可能

〜 研修、書籍、資格とタスク・スキルとの連係情報を提供

iCDオフィシャルサイト
– タスクやスキルと、研修・書籍・資格との

連係情報が検索可能

iCD活⽤システム
– タスクやスキルを選択すると、紐づく研修・

書籍・資格を表⽰
– 研修・書籍・資格の情報が検索可能
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iCDと研修・資格との連係情報提供
i コンピテンシ ディクショナリ 2017 研修・書籍・資格連係情報

提供事業者一覧（2017/06/20）
提供事業者名 研修 書籍 資格

独⽴⾏政法⼈情報処理推進機構 － 一般書籍、論⽂・報告書 国家資格・認定
アイスタディ株式会社 eラーニング － －

株式会社アイテック 集合研修、eラーニング、
資格・認定対策研修

一般書籍、テキスト・教材
－

麻⽣教育サービス株式会社 集合研修 － －
株式会社インフォテック・サーブ 集合研修 一般書籍 －
株式会社ウチダ⼈材開発センタ 集合研修、 eラーニング 一般書籍、テキスト・教材 －
株式会社サーティファイ － － その他の資格・認定
株式会社NOWVILLAGE 集合研修 － －
株式会社日⽴インフォメーションアカデミー 集合研修、 eラーニング － －
株式会社福岡ソフトウェアセンター 集合研修 － －
株式会社富⼠通ラーニングメディア 集合研修、 eラーニング － －
JSTQB － － その他の資格・認定
株式会社アシスト 集合研修 一般書籍、テキスト・教材 －
芝大門塾／株式会社 東芝ＯＡコンサルタント 集合研修 － －
NECマネジメントパートナー株式会社 集合研修、 eラーニング － －
一般社団法⼈ 組込みシステム技術協会 － － その他の資格・認定
株式会社ワープ・スタイル eラーニング － －

※iCD2017公開以降、以下の2事業者を追加
株式会社ジェイテックスマネジメントセンター、一般社団法⼈ 日本情報システム・ユーザー協会
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iCD ダウンロード可能な情報
• iCDオフィシャルサイト、IPAサイトよりダウンロード可能です

– ディクショナリ
• タスクディクショナリ、スキルディクショナリ

– ディクショナリ利⽤を補助するツール
• タスクプロフィール、タスクプロフィール×タスク対応表、タスク評価の診断基準例
• 職種一覧、職種×スキル対応表、スキル熟達度判定基準
• 情報処理技術者試験等×スキル対応表

– 連係情報
• ディクショナリ間連係（タスク×スキル対応表）

– 使い方
• 解説書

– CSVデータ
• データセット

– ⼈材別タスク・スキル
• IT融合⼈材、情報セキュリティ⼈材
• 営業業務、総務・⼈事・経理、エデュケーション
• コールセンター、IoTシステム・サービスのライフサイクル
• セキュリティ領域、データサイエンス領域

– 英訳版
• タスクディクショナリ（第2階層まで）、スキルディクショナリ（第2階層まで）

– iCDロゴ、iCD-FAQ、研修・書籍・資格との連係情報に関するガイドライン

※以下はお申し込みにて利⽤できます。
「iCD活⽤システム（タスク編）」
「iCD活⽤システム（スキル編）」
iCD活⽤システム（ダウンロード版）

「英訳版（第4階層まで）」

英訳版
iCD2016対応

2017/4/12 公開︕
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X

iCD海外連携状況
iCDグローバル展開は、様々なコラボレーション活動を通じて進んでいます

X EITBO
K

・2016/6 相互協⼒協定締結
・2017/4 EITBOK公開

・2016/4 相互協⼒協定締結
・2017/2 iCD利用許諾契約締
結

コラボレーションを⾏っている団体
⇒10団体

iCDを利活⽤している国
⇒28ヵ国

iCD活⽤システムを利活⽤している国
⇒1ヵ国

・2017年9月4日相互協⼒協定締結
→比較共同調査開始

2017/9/5 日刊工業新聞一⾯掲載

X
・国際会議にてiCDのプレゼンテーション
・iCDについてのIEEE投稿論⽂発表

2015:ATD@台湾 2018:IEEE@アルゼンチン
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 IPA iCDオフィシャルサイト
URL： http://icd.ipa.go.jp/icd/

 IPA HRDイニシアティブセンター ホームページ
URL： http://www.ipa.go.jp/jinzai/hrd/index.html

 IPA i コンピテンシ ディクショナリ ページ
URL： https://www.ipa.go.jp/jinzai/hrd/i_competency_dictionary/index.html

 IPA i コンピテンシ ディクショナリ ダウンロードページ
URL： http://www.ipa.go.jp/jinzai/hrd/i_competency_dictionary/download.html

 IPA i コンピテンシ ディクショナリ 活用システムページ
URL： https://www.ipa.go.jp/jinzai/hrd/i_competency_dictionary/system.html

ご清聴ありがとうございました
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